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初級文型の日中対照
一 「は」 と 「が」 をめ ぐって一
鈴 木 義 昭
語学教育の初級段階における文型教育の重要性については,こ れまでに
数多 くの指摘があ り1〕,ここで改めて言 う目までもないであろう。ただ7ど




一般 に,外 国人の目本語学習者にとって7「 は」 と 「測 の使い分けが
むずかしいとされる。それぞれの言語に日本語のような明 らかな使い分け
がなされていなかった り,な されていたとしても目本語 とは異なった方法
が取 られていた りするか らである。ここでは目中両語の初級文型に例を取
りながら,目 本語の 「は」 と 「が」に対応するものをいくつか比較対照 し
てみることにする。
こうした意図に基づき,外 国入留学生用 として編集 された目中両語の初
級教科書に出て来る文型の中からいくつか選んで,そ の比較を試みたい。
日本語の教科書 としては,早 稲 田大学語学教育研究所編 『外国人留学生用
目本語教科書 初級』(以下,『 目本語教科書』 と略称),中 国語教科書 とし
1)森 田良行氏 は 「日本語教育,特 に初級 段階 にお ける文法教育 は,文 型教育 に
尽 きると言 って も過言ではない」(r講座 日本語教育`・ 第12分 冊)で 述 べて お られ
る。
2)阪 田雪子氏(r講 座 日本 語教育』・第13分 冊所収r目 本語 の文 の構造 と文型指
導』他)に よる。
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て は,北 京 語 言学 院編 「基 砧 汲 語課 本 』(外 文 出版 社 ・以 下,F基 砒 汲語 』
と略 称)を 主 と して取 り扱 う。
た だ,文 法 に対 す る考 え方,そ れ ぞ れ の 文型 の 配列 とい っ た編 集 方 針 は
若 干 異 な ってお り,『 目本 語 教 科 書■ が 文 法 事 項 の説 明 を わ ず か に しか 記
載 しな い の と対 照 的 に,F基 硝継 語』 は それ を盛 り沢 山 に取 り上 げ て い る。
な お,『 基 破 波 語`は 第 一 課 か ら第十 課 まで を 「発 音篇 」 と して,こ れ ら
の課 を ・一 マ字(掛 音 字 母)の 読 み書 き,お よぴ 日常 の最 も基 礎 的 な会話 に
当 て て い る ので,全 五 十 八課 と して も,『 日本 語 教 科 書 』 とヴ ォ リュー ム
の 点 で は ほ とん ど同 じ と言 っ て もよい で あ ろ う。
1.
大 部 分 の 日本 語 初 級 教 科 書 の冒頭 に 置 か れ る文 型 は 「Nは 丼 で す。」
の形 で あ り,こ れ は 「日本 語 教 科書 』 に お い て も同様 で あ る。 実 際,第 一
課 で は 「だ いが く」 と題 して}
あ の かた は だ くせ いで すo
あのか酬 齢 ぽ/　 せ仏
あ のか た は が くせ い で す か 。
は いフ そ うで す 。
　 列 寵/　 　
の文 型 が出 て 来 る。
一 方
,『 基 拙 汲 語 』 第 十 一 課 には,「N是N。 」,す な わ ち,
我 是 学生 。
私 は学生 で す。
他 不 是 学 生 。
彼 は学生 で は あ りま せ ん。
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弥 是 学 生 賜 ～
あな た は学 生 で す か.
の よ うな 「是」 宇 を用 い た構 文,「 是 字 旬 」 が出 て 来 る。 弛 の 中 国語 教 科
書 にお い て も,初 級 の文 型 で は こ う した 「是 」 を問 に は さみ,名 詞 を 主 語
とす る と とも に,述 語 ともす る 「名 詞 述 語 文 」 の来 る こ とが 多 い3)。 こ の
問 の事 情 は英 語 の初 級 段 階 で,「be動 詞 」 を使 った文 型 か ら入 る教 科 書 が
圧 倒 的 で あ る の と規 を一 に して い るで あ ろ うo
しか し,『 目本 語 教 科 書 』 の 「あ の か た は どな たで す か 。」 お よび 「これ
はな ん で す か。」 の よ うな疑 問 代 名 詞 の用 い られ た もの は,『 莚 砧 収 語 』 で
は第 七 課 ・第 十 二 課 で 出 て い る点 で異 な って い る。
と こ ろで,こ の 「是 字 旬」 は
魯 迅 是 《阿Q正 侍 》 的 作者 。
魯 迅 は 『阿Q正 伝 』 の作 者 です 。
○ ●-
我 是 北 京 大 学 的 学 生 。
私 は北 京 大 学 の学 生 で す.
他[是]上 海 入 。
彼 は上 海 っ子 です 。
な どの よ うに,「 是 」 宇 を用 い る こ とに よ って,各 種 の関 係 を 表 わ す もの
を言 う。 上記 の各 文 にお い て は,順 に 「同 等 の 関係 」,「帰 属 関係 」,「 原
籍 ・出 身 」 を表 わ す な ど と説 明 され る(昌 叔 湘 等 『現 代 汲 語 八百 凋4)』 ・そ
の他 の働 き につ いて は後述 。)
こ の よ うな意 味 で は,日 本 語 の 「1〉は 坪 で す 。」 と中 国 語 の 「N是N。 」
とは名 詞 と名 詞 が 「は」 あ るい は 「是」 で結 ば れ る とい う共 通 点 を持 って
3)国 際交流基金編 『日本語教科書 カイ ド』所 収 「初級教科書各課提 出文型 ・文
法事項 一覧」 によれぱ,所 収七冊 の初級 教科 書はすべて 「Nは ヱVですoJの 文型 を
冒頭 に持 って来てい る。
4)商 劣印お塘 ・1981(翻 訳には 『現代 中国語用法辞典』・監 修牛島徳 次 ・現代 出
版があ る)
これ によれば,「1V皇N。4の 働 き をさらに,「存在 を表わす もの」・「所有 を表 わ
す もの』・「た とえ を表 わす もの」等 に分類す る。
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お り,中 国人 の 目本 語 学 習 者 に と って 問 題 は多 くな い で あ ろ う・ た 鵡 注
意 しな けれ ば な らな い こ とは,「 魯迅 是._」 が 「魯 迅 が 『阿Q正 伝 』 の
作者 で す 。」 とい う,「NがNで す 。」 の文 と表 面 上 何 ら違 い が な い こ と
で あ る。 こ う した 場 合 中 国語 で は,一 般 的 な言 い方 で あ る 「魯迅(と い う
人物)は 「阿Q正 伝 』 の作 者 で す.」 とい う時 と,「 誰 是 《阿Q正 俸 》 的
作 者 ～」(「誰 れ が 『阿Q正 伝 』 の作 者 で す か。)の 閤 い か け に対 す る答 え で
あ る時 との 区別 がな い わ け で あ る。 それ で も実際 の会 話 に お い て意 味 の混
乱 が な い の は,文 脈(場)が 与 え られ る と と も に,重 読(強 く読 む こ と)と 軽
読(軽 く読 む こ と)と を使 い分 け る5〕こ とに よ って,そ う した 区 別 を行 な っ
て い るか らで あ る。
な お,以 上 の よ うな 「是 字 句 」 は,P馬 氏 文 通`が 「断 詞 」 とい う概 念
を導 入 して 以 来,「 主 と して 肯 定 と連 繋 の 作用 を 行 な う」(『現 代 汲 渚 八 百
凋 』)な どの よ う1こして,肯 定 お よび 連 繋 の二 つ の意 味 を持 っ た動 詞 として
分 類 され る こ とが 多 い。 こ の問,黎 錦 熈 の 「同動 詞 」 説,王 力 の 「繋 詞 」
説,丁 声 樹 等 「特 豫動 詞 」説,洪 心 衝 「動 詞 附類 」説 等 の説 が あ る9。 こ
れ らは いず れ も 「是」 の職 能 を 動 詞 と した 点 で 共 通 点 を 持 って い る。・一
方,張 静 の 「副 詞 」 説 や 大 河 内 康憲 「語 気 助詞 」説 が あ って,大 河 内氏 の
「語 気 助 詞 」 説 は 「是 」 を 「客 体 的 事 実 の判 断」 お よび 「題 述 的 主張 」 と
と ら え,目 本 語 にお け る 「は」 あ るい は 「～ は一 だ 」 の椿 文 が十 分 に意 識
され て い る、点で注 目 され る7〕。 なお,「 是 字 句 」 に は 飽 の 働 きが ある カ㍉ こ
れ は次項 で取 り扱 うこ と1こす る。
5)呂 叔湘 ぽ 「是」字の用い られた判断文の揚合,二 つの作用があ るとす る。一
つは 「解緯事物的酒文」(事物の含意 を辮 釈す ること)で あ り,今 一つ は 「申僻事物
的是非」(事物 の是非 を言 った り弁別 した りす ること〉である。 日本語 で言 えば・前
者 は 「は」 の任務であ り,後 者 は 「が」 の任務 であ る。 昌叔湘 ぽ前者 の湯合,重 く
読み,後 者 は 「ア ッサ リと」読 む とい う(『中国文法要略』,今 は 「汲語語法埜君」所
収本 による。商条印令徳 ・1982,北 京)。
6)黎 錦熈F新 著 国語文法』,王 力 『中国現代 語法凸 丁声樹等 『現代漢語語 法講
話』,洪 心衡 『能願動詞 ・趨向動詞 ・判断詞』 に よる。
7)張 静 『"是"字 綜合研 究』・大河 内康憲 「『是』 のムー ド特性」 による。
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II.
前 項 「1VはNで す 。」 に関 連 して,rNはNの で す(だ)」 の 文 型 にっ
い て眺 め'てお く。 これ は 『日本 語 教 科 書 』 第 二 課 で,
こ の ほ んは た な か さん の で す か 。
こ の ほ んは どな た の で す か 。
の形 で 出 て 来 る。第 十 九 課 に な る と艶「Aの だ」,「Aの 」 の形,
そ の 隣 りの赤 い ので す 。
細 か い の が あ りませ んD
こ の 白 い の は一 枚 い く らで す か 。
とい うふ うに出 て 来 る。ま た,「 の だ」 は よP口 語 的 な形 で,第 二+一 課 に,
いつ も こ んな に早 く行 くん で す か 。
あ のへ や は広 い ん で す。
多 くない ん で す 。
と出 るわ けで ある・ 以 上 挙 げ た諸 例 は大 別 す る な らば,二 種類 に分 け られ
る。 単 純 にr～ のモ ノ」 とい う準 体 詞 で所 有 や 同格 を表 わ す もの と,同 じ
く準体 詞 と して 強調 ・説 明 を表 わ す もの の二種 で あ る。 言 うまで も な く,
第二 課,十 九課 が前 者 で あ り,.第 二 十 八 課 は後者 で あ る。
中 国語 で もこ の二 種 類 の用 法 は基 本 的 に は同 じで ある3)『 基 砿 双語 』 で
はp第 十 九 課 にお い て,
迭 本 お 是 老 帰 的(省)。
こ の本 は先生 の(本)で す 。
逮 支 鋼 箋 是我 的(鋼 筆 〉.
こ の万 年 筆 は私 の(も の 〉で す。
速本 画振 是新 的(画 撮)。
この グ ラフ は新 しい(も の〉です 。
呂)杉 村 博 文 庁 の』『の だ』と 『的 』『是 一 ・的」」(『大 阪 外 国語 大 学 学 報 』.Vo.ヰ9)
は 「的 」 の うち・ 目本 語 の 「モ ノ」 に対 応 す る方 を 「代 替 名 詞 化助 詞 」,強 調 ・説 明
を表 わ す 方 を 「連 体句 化 助 詞 」 と呼 ん で 区別 して い る。
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の よ うに,目 本語 の 「～ の(モ ノ)」 の意 昧 で用 い られ て い る。 一 方}所 有
の意 味 を持 た な い方 のrの(ん)だ 」 に相 当す る もの は第 四十 四課 に出 て 来
る。
他 是 昨天 到 的 。
彼 は 昨 日来 た の で す。
我 是 在 團 語錯 夏 刃 的.
私 は 図書 館 で復 習 す る ん です。
な どの とお りで あ る 。
日本 語 の 「厚 は ～ だ」 が 「だ」 の前 に動 詞 ・形 容 詞 を置 くこ とが で き る
の と同 様 に,中 国語 の7～ 是 ～ 的」 に も 「的 」 の前 に動 詞 で も形 容 詞 で も
置 くこ とが で きる 。 例 え ば,
他老 実 。
彼 はま じめ で す 、
他 是 老 実 的 。
彼 は ま じめ な 人 で す 。
他 是 老 実 。
彼 は本 当 に ま じ めで す 。
他 昨 天 到 。
彼 は昨 目着 き ま した 。
他 是 昨 天 到 的,
彼 は昨 目着 い た んで す 。
他 是 昨 天 到 。
彼 は本 当 に昨 目着 い た んで す。
な どの よ うな形 が あ る わ けで あ る。
以 上 の よ うに,目 本 話 の 「～は ～ だ」 文型 と 中 国語 の 「～是 ～ 的 」構 文
に は類 似 した点 が あ る。 そ の ため,上 に挙 げ た よ うな パ ター ン理 解 を し さ
え すれ ば,中 国 人 学 習 者 に とって,問 題 は さ ほ ど多 くは な い で あ ろ う。 た
だ し,必 ず し も どの場 合 に も対 応 で き る もので もな い こ とに は 注 意 し な け
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れ ば な らな い が9),初 級 レベル にお いて それ を指 摘 す る必 要 は ない と 思 わ
れ る。 な お,初 級 学 習者 に 時 と して 見 られ る もの と して・ 用 言 の終 止 形 に
「の」 を足 して
,さ ら に名 詞 を つ な げ る こ とで あ る 。 中国 語 は動 詞 ・形 容
詞 に も活用 が な い た め,「 行 くの こ と」,「 美 しい の人 」 な ど とす るわ けで
あ る.
III.
さて,『 日本語 教 科書 』 に お い て,「 が 」 が初 め て表 わ れ る の は,第 卑 課
「中村 さん の 下 宿 」 の 中の,
こ こ に うち が あ ります 。
こ こに 中村 さん が い ます 。
そ こ に な に が あ ります か。
そ こ に だれ が い ます か。
とい った存 在 を表 わ す 文 中 で あ る。 これ に対 して,『 基 葡 汲 語 ヨ で は・ 第
十 三 課 で早 くも,
地 有 《人 民 画 撮 》。
彼 女 は 「人 民 画報 」 を持 って い ます 。
他 没 有英 文 詞 典 。
彼 は英 語 の辞 書 を持 って い ませ ん 。
な どの形 で,後 に述 べ る よ うな 「有 」字 が用 い られ て い る。 しか し,訳 文
に示 した よ うに,こ れ は 「～ に～ が あ ります!い ます 」 の形 で は な く,む
しろ,所 有 を 表 わ す 「～ は ～ を持 って い ます 」 の 方 で あ る。 存 在 を表 わ す
9)注1に 同 じ.氏 は言 う,「 状 況解説的 『のだ』」 と 「『是』S的 」 は対応 しな
い,形 式的類 似は必ず しも意昧 の類似 ではない,と 。ちなみ に,『現代沢語八百詞』
では,
我 £是1不 会弄 達耕施拉机 的。
私 はとて もこの種の トラクターは運転 できない。
魚[是]挺 新鮮的。
魚は非 常 に新鮮だ。
な どの例が ある摂,二 れ らに 「のだ」 を付 け ると,屋 上屋 を重ね る感がす る・
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形 は 第二 十 七課 に お い て,
他 不 在 家,他 在学 校 。
彼 は家 に い ま せ ん,学 校 に い ます 。
飽在 那 ル2
彼 女 は ど こ にい ます か。
学校 外 辺 有 一 杢 郎 局 。
学校 の 外 に郵 便 局 が あ りま す.
屋 子 里 没 有人 。
部 屋 の 中 に は人 が い ませ ん。
の形 で・ 「在 」 と 「有 」 とが一 緒 に 出 て来 る。 『日本 語 教 科 書 』 で は第 八 課
で,
わ た しの アパ ー トは小学 校 の とな りに あ ります 。
ホ ワイ トさ んナ 目曜 日は うち に い ます か。
の よ うに,「 ～ は ～ に あ ります 」,「～ は ～ にい ま す」 の形 で,「 が」 の 付 く
形 の準 備 を行 な う とと も に,中 国語 で言 う 「在 」 と 「有 」 と の 区別 を して
い る。
とこ ろで,こ の 「在 」 と 「有 』 とは同 じ く存 在 を表 わす 動 詞 で あ りな が
ら,そ の構 造 は極 め て対 照 的 で あ る。 張 志 公 の模 式 図 を借 りる な らば・
[在1某 人 某 物 存 在 於 某処
[有]某 処 存 在 着 某 人 某物
とい うふ うにな 寄o)。 人 ある い は物 を表 わす 部 分 と,場 所 を表 わす 部 分 と
が動 詞 「在 」 と 「有 」 とを 介 して 反 対 に 置 か れ て い る わ けで あ る。 例 え
ば,
需 在 裏 子 上 。
本 は机 の上 に あ ります 。
巣 子 上 有 令 。
机 の 上 に本 び あ ります 。
10)F漢 語語法常識』(新知識 出版社:4953)に よる。
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にお い て7「 古 い イ ン フ オー メ ー シ ョン が先 で,新 しいイ ン フ オ メ ー シ ョ
ンが後 で あ る11⊃」 とい う法 則 に 照 ら し合 わ せ て み る な らば,「 在 」 の前 の
「需」 は 匿知 の情 報 で あ り
,「 有 」 の後 の 「鵡 」 は未 知 の情 報 で あ る。 日本
語 にお いて は,こ うした 「既 知 」・ 「未知 」 の情 報 が 「は」 と 「が」 と に よ
って 区別 され て い る わ けで あ る。 この意 味 か らす れ ば,中 国入 学 習 者 に と
って存在 に関 わ る 「は」・ 「が」 の 区 別 は さほ どの 困難 を感 ぜ ず にす む もの
と言 え よ う。
一 方 ,「 在 」,「脊」 の 他 に も,
村 口姑 着 一 大 筆 入 。
村 の入 り口 に多 くの人 々 が立 って い る。
の よ うな 「鈷 」(立 つ)や 「翁 」(横 た わ る)な どの動 詞 も 「有」 と同 じ構 造
を取 っ て い る。 中国 語 で は この種 の構 文 を 「存 現 結 構 」 の文 と呼 ぶ.も の
ご との出 現 や 発生,消 失 を表 わ す場 合 に用 い られ る ので あ る。 一般 に,誰
れ が・ とい う主語 が な くて 成 立 す るた め に・ 「無 主 句」 と も呼 ば れて い る.
それ に は,
L自 然 現象 や 事 実 ・情 況 を説 明す る もの
2・ 一般 的 な 要 求 や禁 止 を表 わ す もの
3.・ 事物 の存 在 ・出 現 ・消 失 を説 明 す る も の
ヰ.一 部 の格 言(こ とわ ざ を含 む〉
5.以 上 四種 以外 の無 主 句
な ど,五 種 類 が あ る とされ る励 。 こ こで 扱 った 存 在 文 は3の 一 部 で あ る。
1お よび3の 残 りの 問題 にっ い て は後 項 で改 めて 触 れ る こ と にす る13)。
11)久 野日章 『日本 文 法 研 究 』(大 修館 書 店 ・1973)に よ る。
12)郭 中平r簡 略 句,元 主句,独 詞 句 』(新 知 識 出版 桂 ・1957)に ょ る。
13)本 文 の1は 〈五>で,3の 残 りにつ い て は 〈四 〉 で述 べ る。 な お,2,4,5に
つ い て は早 大 語 研 「ILTニ ュー ス」Vo・80所 収 拙 論 「現 代漠 語 に お ける 『無 主
句 」 と 『存 現 結 構 』 にっ い て」 を参 照 戴 きた い 。
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亙V.
次 い で,「 ～ は ん が ～」 の文 型 につ い て 眺 ゆ て み る。 『日本 語 教 科 書 』 第
十 課 に,
ピア ノ は ス ミ ス さん が ひ き ます 。
同 十 五課 には ナ
富 士 山 は形 が 良 くて,と て も美 しい 山 で す 。
同 二十 四課 で は,
加 藤 さん は お と う さん が社 長 で す 。
あの うち は庭 が 広 い です 。
な どの文 型 が 出 る。 先 に第 九 課 で,
二 か い に は 中村 さん のへ や が あ りま ナ 。
とい う文 が 出 て い る が,こ れ は2の 存 在 文 の 一種 で あ るか ら,こ こで は省
略 す る。
これ に対 して}F基 石出沢 語』 で は第 二 十 一 課 に》
他 身 体 好 。
彼 は身 体 が丈 夫 だ。
我 佃 学 校 留 学 生 多 。
私 た ち の学 校1さ留 学 生 華多 い 。
な どの文 が 出 る。 こ う した文 型 「Nx+N+・V(oradj)」 を 中国 語 にお い て
は,『 主謂 謂 語 句」(主 述 述 語 文)と 呼 んで い る.江 天 は以 下 の三 種類 の文
を それ と認 定 す る脚 。
1.青 年liコ精 力 充 沸 。
青 年 た ち は精 力 が あふれ て い る。
2,那 里 的 情 況 他 特 別 熟悉 。
そ こ の事 情 は彼 が特 に詳 しい。
3,速 ↑ 問 題,研 究 的人 太 多 了 。
14)「 談 主謂 詞 組 作 謂 藷 」(『迂 守大 学 学 振 』・1978)お よ びP現 代 汲語 語 法 通 解 』
(迂守 入 民 出版 社二・198D)1こ よ るG
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この 問 題 は,研 究 す る人 が大 変 多 い。
こ の うち,1に つ い て は諸 家 の意 見 が一 致 した もの で1δ),「V」 の部 分 に
形 容詞 の来 る こ とが圧 倒 的 に多 い。 日本語 の 「象 は鼻 が 長 い 。」 の構 文 と
語 順 まで も 同 じで あ る、 「富 士 山」,「 あの うち」 が 主 題 で,「 形 が 良 い」,
「庭 が 広 い」 は叙 述 部 とな る
。翻 え って,「 他」,「我 佃学 校 」,「青 年 到コ」 を
主 題,「 身 体 好」,「 留 学 生 多 」,「精 力 充}市」 を叙 述 部 と呼 んで も差 しっ か
え な い で あ ろ う。 そ して,こ の叙 述 部 が さ らに 「主述 」 関係 に あ る こ とは
言 うまで も な い。
しか しラ2と3に つ い て は意 見 が分 か れ る16}。まず,2に お いて は,「 賓
語 の倒 装 」(目 的 語 の倒 置)説 もか な り有 力 で,黎 錦 煕 ・王 力 ・呂叔 湘 等 の
各 氏 は い ず れ も倒 置説 を執 り,『 語 法講 話 』 も これ を 捨 て 切 れ ず に い た。
目本 語 に お い て も》
ピア ノ は ス ミス さん が ひ き ま す。
の よ うな文 で,「 は」 が 目的格 助 詞 の代 行 を して い る とす る 考 え方 が あ っ
た。 しか し,「 は」 を 「を」 に代 えた
ピア ノ を 界 ミス さん が ひ き ま す。
ス ミ ス さん が ピア ノ を ひ きま す 。
の文 が 「は 」 を 使 った 文 と等価 で ある か と言 え ば そ うで は な い。 対 象 の重
視 とい う立 場 よ り,題 述性 の重 視 と考 え な くて は な らな い で あ ろ う。
3に もい くっ か の説 が あ る17)。 昌叔湘,朱 徳 熈 の 「游 離 成分 」 説,王 力
の 「関 係 位 」 説 で あ る。 「冒 頭 に あ って,独 立成 分 で も な く,提 示 語 で も
な い」 とす る だ けで は機 能 面 の説 明 が 不 足 して い る し・ 「謂 語 を限 定 す る」
とい うだ けで は これ も 説 明 不 足 で あ ろ う.今 一 つ は,一 般 の文 法書 等 に よ
く見 られ る 「美 干 」,「対 干 」 とい た介 詞 の省 略 説 で あ る が,文 の構 造 を 変
15)早 大 語 研 「ILTNEWS」Vo、77お よ ぴVo.78所 載 の拙 論 「漢 語 に お け
る 『主 謂 謂 語 句 」 にっ い て 」(1)・(2)を 参 照 戴 き たい 。
16〉 注2に 同 じ。
17)注2}こ 同 じo
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え て しま う とい う中国 語 に と って の 致 命 的 欠 陥 が生 ず る こ と にな って,こ
れ もに わ か に 断 じ が た い。 目本語 の 側 か ら言 って も,
ピア ノ(に つ い て)は ス ミ ス さん がひ き ます 。
と必 ず しも一 致 して は い な い で あ ろ う。
い ず れ に せ よ,中 国人 学 習 者 に とっ て,こ う した 「～ は ～ が 一」 の文 型
は,中 国 語 の中 に も よ く似 た構 文 が あ っ て,さ ほ どの困 難 を感 ぜ ず に す む
もの の一 っ で あ る と言 え る。図 二 〉で も述 べ た よ 引 ら 話 し手 と聞 き手 の
間 に共 通 す る事 項 や対 比 の 気持 の あ る もの を前 に置 き,そ れ にrは 」 を付
け,事 実 を述 べ た りす る後 の部 分 に 「が 」 を付 け る とい う原 則 さえ理 解 さ




雨 が ざ あ ざあふ ります 。
の文 が 出 て 来 る。 こ の よ うな主 題 がな くて,叙 述 部 だ け で 成 り立 つ 文,事
物 ・現 象 の存 在 を言 う文 の こ とを,中 国語 の文 法 用 語 を借 りて,「 存 現 文 」
と言 うこ とが あ る1附。『基 石出ミ又語 』 で は 第 三 十 五課 に,
下 雨 。
雨 が降 る。
下 雪 了 。
雪 が降 り始 め た1雪 だ。
な どの文 が 出 て来 る。 以 前 は
(天)下 雨。
18)佐 治圭三 「題述文 と存現文」一 主語 主格 ・主題 ・叙述(部)な どに 関 して一
(『大阪外国語大学報 』・Vo.29」973)
これは三尾砂 が 「現象文」,尾 上圭介が 庁脹前推写』 の型」 と呼んだ もの
である。 ただ,中 国語 の揚合,「 雪撃 白い。」 と 「雪 は白い。」 のよ うな形容 詞述語
文 における区別 力霊はっき 篁していない.後 稿 を待っ,
闇⊃6
の よ うに顕題 の 「天 」(空,・ 天 帝 〉を補 な っ て考 え る こ と もあ った が,現 在
で は,こ れ だ けで 文 を成 立 させ る と考 え られ て い る。 基 本 的 に は,「 動 詞
÷名詞 」 の構 文 に な っ てお 鈎 狩 別 な場 合 を除 い て,「 雨 下 。」,「雪 下 了。」
な ど とは な らな い。 例 文 の訳 文 に も あ る とお 弘 日本 語 の 場 合 も,通 常
「雨 が 降 多
。」・「雪 は降 り始 めた 。」 とは な らな い 。 中国 語 が 品詞 の位 置 関
係(語 順)に よ って 文 意 の識 別 を行 な ってv・る よ うに,日 本 語 で は 「は」 と
rが 」 の 使 い 分 け に よっ て・ そ の差 異 を分 別 す る わ け で あ る・
∬ で 残 して お い た 「出 現 」・「消 失 」 を 説 明 す る もの につ い て も,構 造
的 に は揚所 を表 わ す 語 が文 の 冒頭 に来 る以 外 は,自 然 現 象 を表 わす 文 と同
じで あ る。 こ うした 一連 の事 象 を 三種 に分 け る こ とが あ る191。
L動 詞 「出現 」・「発 生 」・「不 見Jを 用 い る もの
苔 沓 曲 曲 的汽 牢 道 上,出 現 了 一 部 甲 虫似 的 † 牢 。
曲 り くね った 自動 車 道 に・ 甲 虫 に似 た トラ ッ ク が現 れ た 。
2・ 動 詞r来 ゴr起 」・r出」・「走 」・「鞄 」・「死 」 を用 い る も の
家 里死 了一 条 牛 。
家 で牛 が 一 匹死 ん だ。
レ
3・r来 」 の 複 合詞 を用 い る もの
「進 来 」・「出来 」・「上来 」・「下来 」・「過 来 」・「起 来」 等(例 文 は省
略)
これ ら1～3の 場 合,〈 二>の 存 在 とは違 って,注 意 し七お かね ば な らな
い こ とが あ る。語 順 の問題 も さ る こ とな が ら,存 在 文 が助 字 「着 」 を用 い
るの に対 して,助 字 「了」 が 多 く用 い られ て い る こ とで あ る。 物 事 の出
現 ・消 失 は瞬 間 的 に行 な われ る。 そ う した物 事 や 動 作 は結 果 と して 残 る揚
合 もあれ ば,瞬 時 に して消 失 ・変 化 す る こ と もあ る。 助 詞 「了 」 自体 に も
変 化 の出現 を表 わす 働 きが あ り,上 述 動 詞 と と もに その 働 き を して い る と
考 え られ る。特 に,2に 挙 げ た動 詞 は いず れ も 目本 語 で は 「瞬 問動 詞」 に
19)張 志公 『漢語語法常識■(新知識 出版社 ・1953)に よる。
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分 類 され る。 例 文,「 家 里 死 了 一条 牛 。」 にお いて は,そ もそ も 「死」 自体
が存 在 の消滅 を意 味 す る 瞬 間 動 詞 で あ って・ 「了 」 が さ らに 「死 」 の 出 現
を表 わ して い る とい ラこ と にな る。目か づ て 「主 語 述 語 論争 」 の 折 に,「 他
死 了 父棄 。」(彼 は父親 が死 ん だ」)の文 が問 題 とな った こ とが あ った20)。 こ
の 考 え方 か らす れ ぱジ 「他 」 の 身辺 に 「父 親 の 死 」 とい う出 来 ご とが 瞬 問
的 に 出現 した こ とに な る わ け であ って,む ず か しい論 議 は無 用 で あ ろ う。
中 国人 学 習 者 に とっ て,こ うした揚 合 の 「は」 と 「が」 の使 い分 け は,
動 詞 と名 詞 を それ ぞれ 逆 転 す る こ と に よ って蔑 知 ・未 知 の使 い分 け を して
い る中 国語 の文 法 的 特 質 を想 起 させ るな らば,比 較 的 簡 単 にで きる と思 わ
れ る。
ま と め
以上,日 本語の初級段階に表われる 「は」 と 「が」の含まれたいくつか
の文型について日中双方,特 に中国語の側か ら眺めてみた。中国と日本 と




て,現 代 日本語の中には1こ うした中国語か ら得 られた文型がかなり含 ま
れていると思われる。この意味でヲ 日中両語の対照研究の課題 は無数 に存.
在すると言ってもよいであろう。今後の成果が待たれるこ.とである。
20)1955年7月 か ら56年12万 まで,「語文学 習』誌上で行なわれた主語 と賓語
に関す る論争。
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